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※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第一当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラ及び軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有数（2018年 12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉
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全国平均（1.9 件）以下を達成した県

全国平均（1.9 件）を未達成の県

「プラン 2020」の目標値（1.5 件）以下を達成した県
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・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（６４件）は、全死亡事故の１/ ４。
・直進死亡事故は、６割以上が対歩行者（１４件）であり、対歩行者の５割が大型車。対自転車（８件）の６割以上が準中型車。
・左折死亡事故は、９割以上が対自転車（２６件）であり、対自転車の８割以上が大型車。
・右折死亡事故は、６割が対歩行者（９件）であり、対歩行者の５割以上が大型車。

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：1件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件

交差点ー歩行者 交差点での右左折及び直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折及び直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：22件
中　型：  4 件
準中型：  0 件
普　通：  0 件

大　型：  5 件
中　型：  1 件
準中型：  3 件
普　通：  0 件

大　型：1件
中　型： 1 件
準中型： 5 件
普　通：１件

大　型：7件
中　型：5件
準中型：2件
普　通：0件

大　型：3件
中　型：2件
準中型：1件
普　通：0件

大　型：車両総重量 11t 以上
中　型：7.5t 以上 11t 未満
準中型：3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：3,5t 未満
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※本統計データに軽自動車は含まない

※

※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む
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右折時は歩行者に注意！！大型車の左折時は特に自転車に注意！！

　

125件
49% 16件

6%

48件
19%

その他

交差点一その他

死亡事故件数
253件
（2018 年）

追突

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

40件
16%

24件
10%

死亡事故データ（車籍別発生状況）
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営業用トラックの数値目標の設定

人身事故件数（件）死者数（人）

人
身
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件
）

交
通
事
故
死
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人
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飲酒運転   うち事故件数（件）※

5858 3434 3535 2424 3232 3030 3333 00

※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」が含まれる。
〈出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」〉

6161 3737 2828 2020

飲酒運転   件数（件）※

250250

167167
137137 120120 102102 100100 9696 1121129494 8181 8282

「トラック事業における総合安全プラン 2020」と目標値達成状況□

□ 

□
　人身事故件数が減少傾向にある中で、飲酒運転による交通事故件数も減少
しており、特に、死者数は 2017（平成 29）年では 5年ぶりに増加したが、18
（30）年は減少に転じている。しかし、飲酒運転件数は昨年より増加しており、
トラック運送業界の社会的信頼性を失墜させかねない憂慮すべき状況が依然
として続いている。

車籍が埼玉、茨城、静岡の死亡事故は、すべて他県で発生している。

車籍別
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車籍別死亡事故件数

□

平成30年の交通事故統計分析結果掲
示
用 ～車籍別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故～
全日本トラック協会はこのほど、事業用トラックが第 1当事者となった死亡事故件数を、

都道府県ナンバー別（車籍別）に 1万台当たりの数値に換算し、平成 27年～ 30年の 4か年
の推移を示したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、27年の 2.5件から年々減少傾向をみせ、28年および 29年
は2.1件だったが、30年はさらに減少し2.0件を下回り1.9件となった。ただし、全ト協は「ト
ラック事業における総合安全プラン 2020」（プラン 2020）において、死亡事故件数目標を
全国平均で車両１万台当たり「1.5 件」に設定しており、今後、各都道府県トラック協会に

おいては、数値目標を達成できるよう、さらなる交通事故防止対策に取り組むことが求めら
れる。
　また、データを都道府県別にみると 1.5 件の数値目標をクリアできたのは 21都県で、特
に秋田、石川、島根、宮崎、沖縄はゼロを達成し、沖縄県は 3年連続。車籍別の発生状況では、
車籍地（県内）での死亡事故は 95 件、他県での死亡事故は 158 件となっている。 
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成 30年の交通事故統計分析結果（確定版）」
に掲載されており、ダウンロードが可能。

車両1万台当たりの死亡事故件数
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